
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 2015年12月14日

事業所名 グループホーム「やすらぎの家　大和渋谷」

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2016年2月29日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1473000881

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 有限会社　やすらぎの家



㈱R-CORPORATION外部評価事業部

自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成27年12月14日

事　業　所　名

（ 242-0023

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成25年11月30日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●このホームは有限会社やすらぎの家の経営です。家庭的な雰囲気の中で穏やか
に、生き生きと生活を送って頂くことをケアの中心に考えて運営し、利用者を主体
にしたケアに努めています。代表者は管理者としても現場に入っており、「生活の
リズムを作ってあげる」を基本としています。地域の中で、「お客様が地域社会の
中で、穏やかに生き生きと暮らせる”やすらぎの家”を目指します」を理念の柱と
しています。開所後11年が経過し、地域との関わりも定着し、散歩時に声をかけて
もらったり、庭木の果物を頂いたり、自治会の餅つきに誘っていただいたり、花見
の際にテーブルを借りるなど地域との関係も密接になってきました。ホームは、小
田急線高座渋谷駅から徒歩４～５分の小田急線の線路沿いにあります。
●管理者は「一人ひとりの能力を活かし、自分で生活を送ること、その人の生きる
力や喜びを引き出していく」ことを根幹におき、一人ひとりの能力に合わせた支援
を心がけています。管理者とケアマネは開所以来、共にホームの理念や運営方針・
ケアの方針・接遇・ケア技術の向上に努め、利用者を主体としたケアの具現化に努
めています。
●スタッフの教育は、入職時にホームの理念や基本的な認知症介護の考え方につい
ての研修を管理者が行なった後、それぞれのユニットでの状況、特性を踏まえた内
容の教育プログラムを、各ユニットで工夫しながら現場でのOJTを含め進めていま
す。ユニット会議は毎月時間を取って行い、今の利用者の事例を含めて、ケアのあ
り方、今後の方向付け、薬の考え方（確認）等を話し合いに併せ、教育を行い、質
の高いケアに取り組んでいます。

家庭的な雰囲気のなかで穏やかに、生き生きと生活を送っていただけるよう
利用者を主体に置いた介護の実践、日々の暮らしを全員が心がけています。地域と

の連携も増え、外出の機会が多いのも特徴のひとつです。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　☑　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

平成27年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成18年4月1日指 定 年 月 日

有限会社　やすらぎの家

1473000881
平成16年11月1日

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム「やすらぎの家　大和渋谷」

登録定員

通い定員

評 価 結 果
市町村受理日

平成28年3月8日

大和市渋谷5丁目１－２

宿泊定員

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

平成28年2月29日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

所　　在　　地



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム「やすらぎの家　大和渋谷」

ひだまり

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

２ヶ月に１回の運営推進会議の中でホームの活動報
告、外部評価の報告等を行い、質疑応答により話し
合いサービス向上に活かしている。

運営推進会議は2ヶ月に1回、大和市の職員・地区社
協・自治会長・民生員・地域包括センター職員・地
域代表の参加で開催しています。ホームの活動・状
況報告を行った後、参加者からの質疑応答にて話し
合いを行い、サービス向上に活かしています。

今後の継続

運営推進会議に2回に1回市の担当者に出席いただ
き、ホームの実際を知っていただくとともに行政関
係の相談等も行いサービス向上に向けた協力体制が
できている。

大和市の職員は2回に1回は運営推進会議に参加頂い
ており、ホームの状況を理解してもらうと共に行政
関係の相談など、協力体制がとれています。生活保
護の受け入れも行っている為、市の生活援護課とも
連携をとっています。グループホーム連絡会にも加
入し、他事業所とも情報交換を行っています。

今後の継続

日々の生活の中で散歩や買い物等日常的に地域へ出
て地域の人達との交流を持っている。自治会等の催
し物にも積極的に参加している。

散歩時には近所の方から柿やみかんを頂いたり、自
治会の餅つき・夏祭り・盆踊りなどの行事に参加
し、地域の人達との交流を図っています。ホームの
花見行事の際には、自治会からテーブルを借りるこ
ともあり、地域の方とは良好な関係が築けていま
す。また、月1回は、カラオケボランティアの方が機
械を持参で来訪してくれています。

今後の継続

運営推進会議でグループホームの意義や認知症につ
いての理解を継続的に行っている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域の中で、地域の人々に認知され、地域の一員と
して穏やかに生き生きと暮らせるホーム作りを理念
の柱としており、すべての職員に対しこの理念を実
践するよう徹底に努めている。

「地域社会の中で、穏やかに生き生きと暮らせる”
やすらぎの家”を目指します」をホームの理念に掲
げています。入職時に理念や方針について説明し、
全職員に周知しています。ホームの主体は職員では
なく、利用者であることを職員に周知徹底し、利用
者主体のケアの実践に努めています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

開所以来玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
の徹底に努めており、身体拘束マニュアルを設置
し、実施する際のルールも明確にしている。

開所以来玄関の施錠も含めて身体拘束を行わないケ
アを継続しています。帰宅願望が強い利用者に対し
ては「行動の理解」をすることが大切であり、その
人の世界を理解し寄り添って対応することが大事で
あると管理者は職員に説明しています。身体拘束マ
ニュアルを事務所の目に付く所に設置している他、
やむを得ず拘束を実施する場合もルールを明確にし
ています。

今後の継続

成年後見人制度を利用する利用者がいて、制度につ
いてはミーティングでの説明などを通じ職員も理解
をしている。身寄りのない利用者には市担当者に成
年後見制度の手続きをお願いしている。

契約時にホームでの生活についてや、入院、退居な
ど起こりうる状況に対するホームとしての対応を十
分に説明し質疑を受け、理解を得ている。入居後は
継続して状況の報告、相談を持ちながら、最終的に
退居先が決まるまでご家族と相談をしながら対応し
ている。

ホーム、市、国保連の苦情相談窓口をホーム内に掲
示している。来所時等にご家族から頂いた意見等は
管理者、運営者を交えミーティングで検討し、可能
な限り対応している。

ホーム、市、国保連の苦情相談窓口をホーム内に掲
示しています。ご家族等の意見、要望については来
訪時等に意見を聞き、管理者、運営者を交えたミー
ティングで検討し、可能な限り対応するようにして
います。意見を介護計画にも取り入れ、反映に努め
ています。

今後の継続

ホームの基本姿勢として虐待や身体拘束はしないと
いうことが開設時から徹底されており、抵触しそう
な場合には管理者、職員で確認しあいながら徹底を
図っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前の面談は、基本的に利用者宅へ伺い、その生
活ぶりを把握するとともに、気楽に話しを聞けるよ
うにしている。その中で利用者の暮らしぶりや生活
史などを聞きだせるように心がけ、入居時には担当
ユニットの職員がそれを踏まえて接していけるよう
に事前ミーティングを行っている。

代表者は市グループホーム連絡会議に極力出席し情
報交換、交流を図っている。職員にも状況の許す限
り連絡会議職員懇親会に出席して交流、勉強会を受
けさせている。

職員の勤務状況、勤続年数、資格取得等を反映した
給与見直しを行っている。勤務時間についても各ユ
ニットの意見が反映された変更等を柔軟に行ってい
る。

新入職者に対しての新人研修から力量、経験に応じ
た研修を社内研修として実施している。社外研修に
ついても状況の許す限り受講を進めている。

会議や日々のミーティング、現場での意見、要望、
提案は極力聞けるようにコミュニケーションを図っ
ている。そして代表者、管理者、職員とで話し合
い、答えを出すようにしている。

業務やケアに関することについては、申し送りノー
トを活用して意見を吸い上げ、申し送りの中で話し
合い答えを出すようにしています。また、日頃から
職員とのコミュニケーションを心がけ、必要に応じ
て面談を実施し意見や要望を聞いています。

今後の継続
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

昔の友人、知人との手紙のやりとりを支援してい
る。ご家族以外の面会希望者についても、関係者等
に確認を取りながら、問題なければ面会していただ
いている。

ご家族や友人が来訪した際は居室で過ごしてもらっ
ていますが、ご家族以外の面会希望者については、
関係者等に確認を取りながら馴染の人との関係が途
切れないよう支援しています。また、馴染の場所や
思い出の場所へは、ご家族に協力を得ながら出かけ
ています。

今後の継続

利用者を一人の人間、人生の大先輩として尊重し、
一人ひとりの生活感を大切にすることを基本方針と
し、尊厳を保ちながら穏やかに暮らしていただける
ように心がけている。ホームの中で家族に近い関係
を築き、喜怒哀楽をともに分かち合えるよう努めて
いる。

ご家族には、ホームでの暮らしぶりや現状、問題点
なども随時報告、相談し、ご本人を支えていく思い
をなるべく共有できるように努め、それぞれが支援
できる部分について協力していけるような関係が築
けるよう努めている。

入居希望時にホームの運営方針等を説明、質問を受
け理解をいただいている。又本人の状況やどのよう
な生活支援を望んでいるかを伺い、それが対応可能
かどうかの話し合いをしている。

入居希望時の話し合いと本人との面談の中で、ホー
ムでの生活が可能かどうかを見極め、難しく他の
サービスに適していると思われた場合は、家族に説
明し、他のサービスを紹介する。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

一人一人の生活リズム、残存機能や能力、排泄やバ
イタル数値、睡眠などの把握に努め、変化が出た時
には即気付き対応ができるようにしている。

一人一人の希望やペースは、極力把握するよう心掛
け、共同生活の中で可能な限り対応するよう努めて
いる。

入居時のご家族・本人との面談で希望や意向を聞い
たうえで、共同生活の中で可能な限り対応するよう
に努めています。また、日常生活の会話の中で得ら
れた情報を個人記録や申し送りノートに記入し、職
員間で情報共有しています。

今後の継続

入居前の面談で得た利用者の暮らし方や生活史は職
員　全員が共有できるようにしている。入居後も本
人や家族からの必要情報は会議、ミーティングで全
員が把握できるよう努めている。

長期入院となった場合、ご家族と連絡とったり、病
院のケースワーカーと相談しその後のフォローをし
ている。また退居後の近況報告をご家族から受けた
りすることもある。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

日々の生活の中で利用者同士の人間関係が円滑に行
くよう見守りをし、必要に応じて調整役を行ってい
る。手伝いなどもなるべく不公平感が出ないように
バランスに気を配りながら一人ひとりできることを
見極め、していただくように努めている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

運営推進会議で地元の情報提供をいただき、自治会
行事にも参加している。ホームの防災訓練には自治
会より参加もいただいている。地元ボランティアの
方々のカラオケ会を毎月1回開催している。

入居時にご家族と話し、希望された利用者について
は、ホームの協力医に主治医を移していただき体調
の変化、定期受診、往診、健康診断までホームで柔
軟に対応している。細部にわたる体調変化や認知症
の症状について受診申し送り書を作成し書面を通し
てかかりつけ医との連絡を図っている。

入居時にかかりつけ医の有無を確認し、希望がある
場合や専門医を要する場合は従来のかかりつけ医で
受診してもらっています。それ以外の利用者につい
ては、ホームの協力医に切り替えてもらい、定期受
診や健康診断は職員同行で通院しています。細部に
わたる体調変化や認知症の症状について受診申し送
り書を作成し書面を通してかかりつけ医との連絡を
図っています。

今後の継続

生活記録の中で、食事量・水分摂取量・バイタル数
値を記入し職員全員が共有、それを基に共通の介護
支援に努め、介護計画の見直しにも活かしている。

緊急時だけでなく、定期的な通院、体調の変化に即
応した対応、健康診断等を柔軟に対応している。

新たな課題が出た時は家族に相談し、今までの暮ら
しの情報、ヒント等をいただたいている。必要に応
じて主治医とも相談し、医療的な助言、改善策をい
ただいている。

計画のポイントを課題に限らず本人にプラスになる
点、やりたいことや思いを計画に取り入れ、今のそ
の人の状態を理解した上で、どんな支援が必要か
を、細かい部分にまで落とし込み、計画するように
しています。新たな課題が出た時はご家族に相談
し、今までの暮らしの情報、ヒント等を頂いていま
す。必要に応じ主治医とも相談し、医療的な助言、
改善策をもらい反映しています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

年に２度防災訓練を実施。運営推進会議にて自治会
役員の方とも災害時の避難体制について話し合い、
協力をお願いしている。ホームでの総合訓練には自
治会の参加もいただいている。

年に2回ホームで防災訓練を実施し、夜間想定の訓練
も行っています。また、地域の防災訓練にも参加し
ています。運営推進会議で自治会役員の方とも災害
時の避難体制について話し合い、協力をお願いして
います。食料は2・3日分を保管している他、備蓄で
は電池と懐中電灯なども併せて準備しています。

今後の継続

入居前の段階から、重度化した場合のホームとして
の方針と次の段階への話はご家族に説明し、理解い
ただいている。基本的には本人の状態により、最善
の方向を探っていくが、選択肢のひとつとしてター
ミナルケアもある。その場合には主治医、訪問看
護、家族との協力によりホームでの看取りを行う。

入居前の段階から、重度化した場合のホームとして
の方針と次の段階への話はご家族に説明し、理解頂
いています。基本的には本人の状態により、最善の
方向を探っていきますが、選択肢の一つとしてター
ミナルケアも視野に入れています。ターミナルに差
し掛かった場合には、主治医、訪問看護、家族と話
し合い、協力により可能であればホームでの看取り
を行うケースも考えています。

今後の継続

夜間時の緊急対応マニュアルがあり、入職後の研修
で周知徹底している。訪問看護の24時間対応も活か
したマニュアルと急変時の受診アセスメン票を活用
し、救急隊からも高い評価を頂いている。

週2回の訪問看護時に状態変化等を確実に伝え、受診
や必要な対応等を相談している。受診が必要と思わ
れる場合には、訪問看護から「受診申し送り書」を
医師宛に作成してもらい受診の際に活用している。

利用者が入院した場合には代表者、リーダーがなる
べく見舞うようにし、看護師などから状態を聞いて
いる。担当医との治療の方向や退院に向けての話し
合いにはご家族とともに参加し、適切な状態での速
やかな退院を支援している。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

利用者と職員が一緒のテーブルで、同じものを食べ
ている。食事の準備（皮むき、盛付け）、食後の後
片付け（食器拭き）は役割分担し、利用者にしてい
ただいている。夕食は味付け等を教えていただきな
がら一緒に楽しく作っている。

食材は近くのスーパーへ利用者と一緒に買いに行っ
たり配達サービスを利用し食材を届けてもらってい
ます。食事の準備（皮むき、盛付け、味付け）、食
後の後片付け（食器拭き、食器洗い）は役割分担
し、利用者に手伝ってもらっています。正月のおせ
ち、手巻き寿司などの行事食やユニット毎に外食会
を設けています。

今後の継続

体調や本人の希望、訴えを尊重しながら柔軟に対応
している。一日の過ごし方も制約しないようにして
おり、なるべく一人一人が自分のペースで暮らせる
よう配慮している。

理美容は月に一度の訪問理美容で本人の希望を聞き
ながら行っている。身だしなみについて利用者の能
力に合わせて、家族とも連携を取りながら支援して
いる。利用者と一緒に衣類を買い物に行く支援も
行っている。

利用者の尊厳を大切に考え、かける言葉や職員同士
の会話にも配慮し、利用者の誇りやプライバシーを
守るよう日々の現場、ミーテｲング等で徹底を図って
いる。

入職時の研修やミーティングの中で、利用者への言
葉遣いや尊厳を損ねることの無いよう周知徹底して
います。利用者の尊厳を大切にし、利用者への言葉
遣いだけでなく、職員同士の会話にも配慮していま
す。排泄や入浴時も羞恥心に配慮した対応を心がけ
ています。

今後の継続

利用者一人一人の能力に合わせた声掛けを行い、散
歩や買い物、食事や飲み物、その他希望が開ける事
は極力本人の意思、希望を尊重するようにしてい
る。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

10時の水分補給はバナナジュースを摂っていただく
など便秘予防に努めている。一人一人の排便リズム
を把握し、便秘傾向になった時には繊維質の多いも
のを摂っていただく。散歩、手伝い等で身体を動か
していただくなど自然な排便に働きかけるようにし
ている。

日にちが空かないように配慮しながら、状況に応じ
て入っていただいている。また一人一人が極力本人
のペースで入浴できるよう配慮している。

入浴は、日にちが空かないように配慮しながら、本
人の健康状況に応じて、1日3名ずつのペースで入浴
を支援しています。入浴の時間は決めずに、午前・
午後と個々の希望に応じて入浴してもらっていま
す。

今後の継続

起床時と毎食後、全員に口腔ケアをしていただいて
いる。義歯の方には就寝前に声掛けし、夜間洗浄を
行っている。

一人一人の排泄状況の把握に努め、現段階で本人に
とって一番良い排泄環境が出来るよう努めている。
必要に応じ居室、トイレにパット、リハパンを定数
設置し本人に交換していただくよう働きかけてい
る。

一人ひとりの排泄状況の把握に努め、現段階で本人
にとって一番良い、無理の無い排泄環境が出来るよ
う努め、支援しています。必要に応じて居室、トイ
レにパット、リハパンを定数設置し本人に交換して
もらうようにしています。退院後は紙おむつを使用
していた方が半月でトイレで排泄出来るようになっ
た事例もあります。

今後の継続

食べる量は本人の希望や栄養バランス、体重の推移
を照らし合わせながら調整している。水分量は１日
1000cc以上をめどに確保できるよう一人一人に合わ
せ工夫している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

ご家族と相談し、自分でお金を持った方が落ち着き
生活できる方は、小額のお金を持っていただいてい
る。また本人が買う物がある時一緒に買い物に行っ
て、買う感覚を持ってもらう。

できる方にはお手伝いをお願いし、感謝の言葉を必
ず掛けるようにし張り合いを持って生活できるよう
にしている。また、本人の希望を聞きながら、散歩
や買い物などの外出や地域行事への参加、季節の
ホーム催しなどを行い、日常生活がホーム内だけの
単調なものにならないよう努めている。

体調や天気をみながら、声掛けし、本人の希望に沿
いながら散歩や買い物、庭に出ていただいたりして
いる。地域行事の参加、家族と食事などにも出掛け
られている。衣類の購入希望があった場合は個別に
店に行き本人の好みを聞きながら購入している。

体調・気候・天気をみながら声掛けし、本人の希望
に沿いながら、散歩や買い物の同行・ドライブ・庭
に出て外気浴をしています。個別支援はご家族の協
力を得て、墓参りや食事などに出掛けている方もい
ます。毎年春には札の辻2号公園まで花見に行った
り、外出行事で江ノ島水族館に行くこともありま
す。

今後の継続

就寝に向けて穏やかな気持ちを推移し、入眠しやす
くなるよう努めている。気温にも注意し、エアコン
や布団、寝巻きなど、本人の希望も聞きながら対応
している。夜間不穏時には傾聴、ホットミルクを出
す等落ち着いていただけるように対応している。

薬事情報はいつでも確認できるよう個人ファイルに
保管されており、変調が見られたときや便秘、下痢
の時など確認しながら服薬をしている。必要に応じ
て主治医と相談し薬内容を検討。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

入居時にご家族に話して、なるべく慣れ親しんだ家
具や身の回り品を持ち込んでいただくようにお願い
している。家具の配置についても本人、ご家族と相
談して決めている。

入居時に、これまで本人が慣れ親しんだ家具や身の
回り品を持ち込んで頂くようにお願い、居心地良く
過ごせるよう工夫しています。家具の配置について
は、本人、ご家族が相談して決めています。 今後の継続

一人ひとりの状態を鑑み、本人ができることはでき
るような環境を作るようにしている。居室の名前表
札は入所日に本人に書いていたり、色分けをする
等、自分の部屋を判りやすいようにしている。日常
生活の中で本人の気づきを引き出せるような環境作
りを心がけている。

居間では毎月職員が季節感を取り入れたカレンダー
を入居者と一緒に作成し掲示している。また季節ご
との演出にも心がけている。居間や居室は時間に
よって採光や室温にも配慮し、カーテンの開閉、空
調を行っている。

皆が集うリビングは、毎月職員が利用者と一緒に作
成している季節感を取り入れたカレンダーや利用者
の作品を飾っています。加湿器を設置し、24時間の
換気、カーテンの開閉で採光を調節することで、居
心地良く過ごせる空間になるよう配慮しています。
廊下にはイベントの写真を貼り、思い出したり、話
のきっかけにする等、工夫しています。

今後の継続

居間にはテーブルの他に長椅子やソファーがあり、
利用者は思い思いの場所に座り、利用者同士で話し
をしたり、テレビを観たりするようになっている。

ご家族へ本人の希望があれば電話をかけていただい
ている、墓参りに行きたい等の連絡は本人がしてい
る。また家族の了解の上知人からの電話を本人つな
いでいるケースもある。
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事業所
グループホーム

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 12

職員不足の状態で一部社員
に負荷のかかるシフト運営
になっている。

2ユニットとも通常シフトが
運営できる人員をなるべく
早く確保する。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

求人媒体を定期的に利用し
新しい職員を募集するとと
もに、入職した職員が定着
しやすいように研修マニュ
アルの見直しを行なう。

目　　標

「やすらぎの家　大和渋谷」

2015年12月14日

目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム「やすらぎの家　大和渋谷」

 ユニット名 こもれび

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

２ヶ月に１回の運営推進会議の中でホームの活
動報告、外部評価の報告等を行い、質疑応答に
より話し合いサービス向上に活かしている。

運営推進会議に2回に1回市の担当者に出席いた
だき、ホームの実際を知っていただくとともに
行政関係の相談等も行いサービス向上に向けた
協力体制ができている。

日々の生活の中で散歩や買い物等日常的に地域
へ出て地域の人達との交流を持っている。自治
会等の催し物にも積極的に参加している。

運営推進会議でグループホームの意義や認知症
についての理解を継続的に行っている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

地域の中で、地域の人々に認知され、地域の一
員として穏やかに生き生きと暮らせるホーム作
りを理念の柱としており、すべての職員に対し
この理念を実践するよう徹底に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

ホーム、市、国保連の苦情相談窓口をホーム内
に掲示している。来所時等にご家族から頂いた
意見等は管理者、運営者を交えミーティングで
検討し、可能な限り対応している。

成年後見人制度を利用する利用者がいて、制度
についてはミーティングでの説明などを通じ職
員も理解をしている。身寄りのない利用者には
市担当者に成年後見制度の手続きをお願いして
いる。

契約時にホームでの生活についてや、入院、退
居など起こりうる状況に対するホームとしての
対応を十分に説明し質疑を受け、理解を得てい
る。入居後は継続して状況の報告、相談を持ち
ながら、最終的に退居先が決まるまでご家族と
相談をしながら対応している。

開所以来玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアの徹底に努めており、身体拘束マニュアル
を設置し、実施する際のルールも明確にしてい
る。

ホームの基本姿勢として虐待や身体拘束はしな
いということが開設時から徹底されており、抵
触しそうな場合には管理者、職員で確認しあい
ながら徹底を図っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

代表者は市グループホーム連絡会議に極力出席
し情報交換、交流を図っている。職員にも状況
の許す限り連絡会議職員懇親会に出席して交
流、勉強会を受けさせている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前の面談は、基本的に利用者宅へ伺い、そ
の生活ぶりを把握するとともに、気楽に話しを
聞けるようにしている。その中で利用者の暮ら
しぶりや生活史などを聞きだせるように心が
け、入居時には担当ユニットの職員がそれを踏
まえて接していけるように事前ミーティングを
行っている。

職員の勤務状況、勤続年数、資格取得等を反映
した給与見直しを行っている。勤務時間につい
ても各ユニットの意見が反映された変更等を柔
軟に行っている。

新入職者に対しての新人研修から力量、経験に
応じた研修を社内研修として実施している。社
外研修についても状況の許す限り受講を進めて
いる。

会議や日々のミーティング、現場での意見、要
望、提案は極力聞けるようにコミュニケーショ
ンを図っている。そして代表者、管理者、職員
とで話し合い、答えを出すようにしている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族以外の面会希望者についても、ご家族に
確認を取りながら、問題なければ面会していた
だいている。利用者の状態によっては面会がマ
イナスに働かないよう面会者に説明し、面会が
本人の楽しみとなるよう支援している。

利用者を一人の人間、人生の大先輩として尊重
し、一人ひとりの生活感を大切にすることを基
本方針とし、尊厳を保ちながら穏やかに暮らし
ていただけるように心がけている。ホームの中
で家族に近い関係を築き、喜怒哀楽をともに分
かち合えるよう努めている。

ご家族には、ホームでの暮らしぶりや現状、問
題点なども随時報告、相談し、ご本人を支えて
いく思いをなるべく共有できるように努め、そ
れぞれが支援できる部分について協力していけ
るような関係が築けるよう努めている。

入居希望時にホームの運営方針等を説明、質問
を受け理解をいただいている。又本人の状況や
どのような生活支援を望んでいるかを伺い、そ
れが対応可能かどうかの話し合いをしている。

ホームでの生活が可能かどうかを見極め、難し
く他のサービスに適していると思われた場合
は、家族に説明し他のサービスを紹介してい
る。本人、家族が不安を抱いている場合、体験
入所も取り入れている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

入居前の面談で得た利用者の暮らし方や生活史
は職員　全員が共有できるようにしている。入
居後も本人や家族からの必要情報は会議、ミー
ティングで全員が把握できるよう努めている。

一人一人の生活リズム、残存機能や能力、排泄
やバイタル数値、睡眠などの把握に努め、変化
が出た時には即気付き対応ができるようにして
いる。

長期入院となった場合、ご家族と連絡とった
り、病院のケースワーカーと相談しその後の
フォローをしている。また退居後の近況報告を
ご家族から受けたりすることもある。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

一人一人の希望やペースは、極力把握するよう
心掛け、共同生活の中で可能な限り対応するよ
う努めている。

日々の生活の中で利用者同士の人間関係が円滑
に行くよう見守りをし、必要に応じて調整役を
行っている。手伝いなどもなるべく不公平感が
出ないようにバランスに気を配りながら一人ひ
とりできることを見極め、していただくように
努めている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

入居時にご家族と話し、希望された利用者につ
いては、ホームの協力医に主治医を移していた
だき体調の変化、定期受診、往診、健康診断ま
でホームで柔軟に対応している。細部にわたる
体調変化や認知症の症状について受診申し送り
書を作成し書面を通してかかりつけ医との連絡
を図っている。

利用者、ご家族の状況、必要に応じ、管理者が
中心となり、緊急時だけでなく、定期的な通
院、体調変化に即応した対応、健康診断受診等
を柔軟に対応している。

運営推進会議で地元の情報提供をいただき、自
治会行事にも参加している。ホームの防災訓練
には自治会より参加もいただいている。地元ボ
ランティアの方々のカラオケ会を毎月1回開催

新たな課題が出た時は家族に相談し、今までの
暮らしの情報、ヒント等をいただたいている。
必要に応じて主治医とも相談し、医療的な助
言、改善策をいただいている。

生活記録の中で、食事量・水分摂取量・バイタ
ル数値を記入し職員全員が共有、それを基に共
通の介護支援に努め、介護計画の見直しにも活
かしている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

夜間時の緊急対応マニュアルがあり、入職後の
研修で周知徹底している。訪問看護の24時間対
応も活かしたマニュアルと急変時の受診アセス
メン票を活用し、救急隊からも高い評価を頂い
ている。

年に２度防災訓練を実施。運営推進会議にて自
治会役員の方とも災害時の避難体制について話
し合い、協力をお願いしている。ホームでの総
合訓練には自治会の参加もいただいている。

利用者が入院した場合には代表者、リーダーが
なるべく見舞うようにし、看護師などから状態
を聞いている。担当医との治療の方向や退院に
向けての話し合いにはご家族とともに参加し、
適切な状態での速やかな退院を支援している。

入居前の段階から、重度化した場合のホームと
しての方針と次の段階への話はご家族に説明
し、理解いただいている。基本的には本人の状
態により、最善の方向を探っていくが、選択肢
のひとつとしてターミナルケアもある。その場
合には主治医、訪問看護、家族との協力により
ホームでの看取りを行う。

週2回の訪問看護時に状態変化等を確実に伝
え、受診や必要な対応等を相談している。受診
が必要と思われる場合には、訪問看護から「受
診申し送り書」を医師宛に作成してもらい受診
の際に活用している。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

利用者と職員が一緒のテーブルで、同じものを
食べている。食事の準備（皮むき、盛付け）、
食後の後片付け（食器拭き）は役割分担し、利
用者にしていただいている。夕食は味付け等を
教えていただきながら一緒に楽しく作ってい
る。

体調や本人の希望、訴えを尊重しながら柔軟に
対応している。一日の過ごし方も制約しないよ
うにしており、なるべく一人一人が自分のペー
スで暮らせるよう配慮している。

理美容は月に一度の訪問理美容で本人の希望を
聞きながら行っている。身だしなみについて利
用者の能力に合わせて、家族とも連携を取りな
がら支援している。利用者と一緒に衣類を買い
物に行く支援も行っている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

利用者の尊厳を大切に考え、かける言葉や職員
同士の会話にも配慮し、利用者の誇りやプライ
バシーを守るよう日々の現場、ミーテｲング等
で徹底を図っている。

利用者一人一人の能力に合わせた声掛けを行
い、散歩や買い物、食事や飲み物、その他希望
が開ける事は極力本人の意思、希望を尊重する
ようにしている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

10時の水分補給はバナナジュースを摂っていた
だくなど便秘予防に努めている。一人一人の排
便リズムを把握し、便秘傾向になった時には繊
維質の多いものを摂っていただく。散歩、手伝
い等で身体を動かしていただくなど自然な排便
に働きかけるようにしている。

日にちが空かないように配慮しながら、状況に
応じて入っていただいている。また一人一人が
極力本人のペースで入浴できるよう配慮してい
る。

起床時と毎食後、全員に口腔ケアをしていただ
いている。義歯の方には就寝前に声掛けし、夜
間洗浄を行っている。

一人一人の排泄状況の把握に努め、現段階で本
人にとって一番良い排泄環境が出来るよう努め
ている。必要に応じ居室、トイレにパット、リ
ハパンを定数設置し本人に交換していただくよ
う働きかけている。

体重の増減に合わせ主食、副菜の量を調整して
いる。１日1000ccを目処に好みの飲料など工夫
をしながら必要水分量を摂っていただくように
している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

ご家族から今までの生活歴等を聞き、自分でお
金を持っていたほうが落ち着いて生活できる方
については、小額のお金を持っていただいてい
る。また本人の希望で買う物があるときには、
なるべく本人に一緒に買い物に行っていただ
き、自分で買う感覚を持ってもらうようにして
いる。

できる方にはお手伝いをお願いし、感謝の言葉
を必ず掛けるようにし張り合いを持って生活で
きるようにしている。また、本人の希望を聞き
ながら、散歩や買い物などの外出や地域行事へ
の参加、季節のホーム催しなどを行い、日常生
活がホーム内だけの単調なものにならないよう
努めている。
体調や天気をみながら、声掛けし、本人の希望
に沿いながら散歩や買い物、庭に出ていただい
たりしている。地域行事の参加、家族と食事な
どにも出掛けられている。衣類の購入希望が
あった場合は個別に店に行き本人の好みを聞き
ながら購入している。

就寝に向けて穏やかな気持ちを推移し、入眠し
やすくなるよう努めている。気温にも注意し、
エアコンや布団、寝巻きなど、本人の希望も聞
きながら対応している。夜間不穏時には傾聴、
ホットミルクを出す等落ち着いていただけるよ
うに対応している。

薬事情報はいつでも確認できるよう入居者情報
ファイルに保管されており、変調が見られたと
きや便秘、下痢の時など確認しながら服薬をし
ている。必要に応じて主治医と相談し薬内容を
検討。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

入居時にご家族に話して、なるべく慣れ親しん
だ家具や身の回り品を持ち込んでいただくよう
にお願いしている。家具の配置についても本
人、ご家族と相談して決めている。

一人ひとりの状態を鑑み、本人ができることは
できるような環境を作るようにしている。居室
の名前表札は入所日に本人に書いていたき、自
分の部屋を判りやすいようにしている。排泄で
は自分でパットを交換できる方にはトイレや居
室に本人が変えられるような環境を作ってい
る。日常生活の中で本人の気づきを引き出せる

居間では毎月職員が季節感を取り入れたカレン
ダーを入居者と一緒に作成し掲示している。ま
た季節ごとの演出にも心がけている。居間や居
室は時間によって採光や室温にも配慮し、カー
テンの開閉、空調を行っている。

居間にはテーブルのほかに長いすやソファーが
あり、利用者は思い思いの場所で座り、利用者
同士話をしたり、テレビを見たりするように
なっている。廊下の突き当りにもソファーを設
置し入居者の憩いの場となっている。

希望があり、差し支えの無いものであれば電話
をかけていただいている。ホームのほうから
も、ご本人の気持ちなどを先方に伝えるように
心がけている。暑中見舞いや年賀状など本人に
手作りで作っていただく支援をし、ご家族に
送っている。
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事業所
グループホーム

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 12

職員不足の状態で一部社員
に負荷のかかるシフト運営
になっている。

2ユニットとも通常シフトが
運営できる人員をなるべく
早く確保する。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

「やすらぎの家　大和渋谷」

2015年12月14日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

求人媒体を定期的に利用し
新しい職員を募集するとと
もに、入職した職員が定着
しやすいように研修マニュ
アルの見直しを行なう。
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